
★第１次選考

10月4日（土）　午前

講義・レポート作成　【課程に対応する学域ごとに実施】

基礎知識、数理能力※、理解力、問題解決力、論理的思考力、文章表現力をみる。

応用生物学域

昆虫の不完全変態と完全変態の違いとその際に働く内分泌系について（20分）と、遺伝子クローニ
ングの概要、関係する実験手法と材料について（20分）の講義を行った。講義では、配布した資料
にメモを取ること、その資料を試験に持ち込むことを認めた。これらの講義を踏まえて、レポート作
製では、講義の内容を理解する力、基礎知識、計算力、論理的思考能力、問題解決力、文章表現
力を調べた。

物質・材料
科学域

設計工学域

デザイン科学域

※デザイン科学域の「講義・レポート作成」では、数理能力は問いません。

要
　
　
約

令和８年度ダビンチ入試（総合型選抜）スクーリング内容の公表について

日　　程

プログラム

ね　ら　い

「アンモニアの化学」と題して約40分の講義を行った。講義ではまず、分子構造や性質、発生実験な
ど、アンモニアの基礎知識について説明した。次に、アンモニアの工業的製造法について、歴史的経
緯を踏まえ解説した。また、さまざまなアンモニアの用途やアンモニア関連化合物について述べ、最後
にエネルギーや環境に関するアンモニアの最新トピックスを紹介した。レポート作成においては、講義
内容を踏まえた基礎的な内容を中心に問い、化学の基礎知識、計算力、論理的思考力、問題解決力、
文章表現力を調べた。

弾塑性力学に関する講義を行い、その後、講義の内容の理解度などを測る試験を行った。講義内容
は次の通りである。まず、「弾塑性力学とは何か」を説明し、微分法および積分法に関する復習を行っ
た。次に、材料力学の考え方と基本的な技術用語について定義と共に説明した。続いて、弾性力学に
関して，応力－ひずみの関係、静水圧応力と偏差応力、体積ひずみと偏差ひずみの順に説明した。最
後に塑性力学として、降伏条件、流れ則および流動曲線について説明すると共に、簡単な塑性力学の
例題について説明した。筆記試験では、基礎知識を問う問題から始めて、講義で得た知識を用いて問
題を解決するための数理能力や、講義の内容に関する理解力と論理的思考力を問う問題、および問
題解決能力と文章表現力を測る問題を設定した．講義では、配布資料にメモを取ることを許可し、その
資料を試験に持ち込むことを認めた。

「設計における厄介な問題」と題して40分の講義を行い、その後レポート筆記試験を行った。講義内容
は以下の通りである。まず、日本における優れたデザイン・建築を表彰する制度、グッドデザイン賞に
入選した事例２つ（2023年：52間の縁側、2020年：BRING）の紹介とともに関連する論文について述べ
た上で、デザイン・建築学における設計とは本質的に「厄介な問題」への対処であることを、この問題に
ついて最も引用される論文(Rittel and Webber, 1973)と共に説明した。講義の際に配布した資料にメモ
をとり、それを試験に持ち込むことを可とした。筆記試験は４問設定し、講義の理解度をはかる設問１と
２、厄介な問題を孕む事例の分析力をはかる設問３、厄介な問題に対する分析力と構想力をはかる設
問４を設定して受験者の能力を判断した。










































